様式1
矢巾町国民保養センター建物の貸付けによる民間運営に関する
サウンディング型市場調査　エントリーシート
提出日　令和８年　　月　　日

	１　申込者

	法人名
	

	所在地
	

	（グループの場合）構成法人名
	

	担当者　氏名
	

	担当者　所属企業・部署名
	

	担当者　E-mail
	

	担当者　電話番号
	



	２　サウンディングの希望日を記入し、時間帯にチェックしてください。（✓を記入してください。）

	第１希望
	11月　　日（　）
	□ 10〜12時　　□ 13〜15時　　□ 15〜17時　　□ 何時でもよい

	第２希望
	11月　　日（　）
	□ 10〜12時　　□ 13〜15時　　□ 15〜17時　　□ 何時でもよい

	第３希望
	11月　　日（　）
	□ 10〜12時　　□ 13〜15時　　□ 15〜17時　　□ 何時でもよい


※　対話の実施期間は、令和８年11月17日（火）から11月19日（木）までの午前10時から午後5時まで（土曜・日曜・祝日を除く）です。実施期間内でご記入ください。
	３　対話の方法について、該当するものにチェックしてください。

	□ 対面（矢巾町役場　会議室）　　　　□ オンライン会議



	４　サウンディング参加予定者
氏名
	所属法人名・部署・役職

	
	

	
	

	
	



	５　現時点で関心のある形態（複数選択可。参考として伺うものであり、対話の内容を拘束するものではありません。）

	□ Ａ　建物全体の貸付けを受けて事業を行う
□ Ｂ　一部の機能に限って貸付けを受けたい（対象：　　　　　　　　　　　　　　　　）
□ Ｃ　貸付けではなく、施設の譲渡（購入）を希望する
□ Ｄ　貸付けではなく、指定管理者又は受託者として運営を担う形を希望する
□ Ｅ　条件が整えば検討の余地がある
□ Ｆ　現時点では未定



	６　特に意見を述べたいサウンディング項目（複数選択可）

	□ 1　参画の意向　　□ 2　事業の内容と料金設定　　□ 3　貸付けの条件　　□ 4　公共的な利用の確保
□ 5　現従事者の雇用　　□ 6　施設・設備の制約　　□ 7　その他

□ 特に　3-2　貸付料の水準　について意見がある
□ 特に　3-3　大規模修繕・設備更新の負担区分　について意見がある



	７　事前に確認したい事項、提供を希望する資料等（あれば記入してください）

	






※　エントリーシート受領後、調整の上、実施日時及び場所を電子メールにてご連絡します。（都合により希望に添えない場合もありますので、予め御了承ください。）
※　対話に出席する人数は、１グループにつき３名以内としてください。
※　提出期限　令和８年11月10日（火）午後５時　　件名を【サウンディング参加申込】として電子メールでご提出ください。


様式２
矢巾町国民保養センター建物の貸付けによる民間運営に関する
サウンディング型市場調査　提案書
法人名　　　　　　　　　　　　　　　　

	【記入にあたって】
・すべての項目にお答えいただく必要はありません。関心のある項目のみ、お答えいただける範囲で結構です。
・欄は必要に応じて拡張してください。任意の様式、社内資料の添付でも差し支えありません。
・概算・イメージの段階で結構です。精緻な検討をお願いするものではありません。
・実施要領の第２章「検討している事業スキーム」をお読みのうえ、ご記入ください。
・3-2（貸付料の水準）と3-3（大規模修繕・設備更新の負担区分）は、事業の成立可否を左右する項目です。「貸付料は支払えない」「町に改修費の負担をお願いしたい」といった率直なご意見も、そのままお聞かせください。
・提出期限　令和８年11月12日（木）午後５時　件名を【提案書の提出】として電子メールでご提出ください。



1　参画の意向
	No.
	項目
	記入欄

	1-1
	関心のある形態（Ａ全体貸付け／Ｂ一部貸付け／Ｃ譲渡（購入）／Ｄ指定管理・委託／Ｅ条件次第／Ｆ未定）
	




	1-2
	その理由。Ｅ・Ｆの場合、どのような条件であれば検討の余地が生じるか
	




	1-3
	単独参画かグループ参画か。グループの場合、想定する組合せ
	









２　事業の内容と料金設定
	No.
	項目
	記入欄

	2-1
	各機能（日帰り温泉／宿泊／食堂／宴会・休憩／売店／屋内ゲートボール場）の継続・拡大・縮小・転換の考え方。新たに加える機能
	




	2-2
	料金設定の考え方（日帰り入浴・宿泊の想定水準。現行は550円／7,850円。繁閑・曜日・部屋タイプによる料金差）
	





	2-3
	ターゲット層と集客の考え方（販売チャネル、ネット予約・OTAの活用、周辺需要との連携）
	




	2-4
	必要と考える改修・設備投資の内容と概算額
	





３　貸付けの条件
	No.
	項目
	記入欄

	3-1
	必要と考える貸付期間とその理由。定期建物賃貸借（借地借家法第38条）とすることへの意見
	




	3-2
	成立し得る年間貸付料の水準（概算）。「支払えない」「町の改修費負担が前提」等の意見も可
	





	3-3
	大規模修繕・設備更新の負担区分（躯体・屋根・外壁・ボイラー・源泉設備・配管・給排水）。浴室棟壁改修と源泉設備更新（いずれも数千万円規模）の扱い
	



	3-4
	内装変更の程度。契約終了時の原状回復の範囲と内装造作の扱い
	




	3-5
	リスク分担の考え方（需要変動、燃料費・光熱費、最低賃金、自然災害）
	




	3-6
	屋内ゲートボール場・町営キャンプ場との一体／分離の考え方
	




	3-7
	源泉及び配管の所有・維持管理の区分。給泉事業の扱い
	




	3-8
	撤退時の取扱い（予告期間、原状回復、町への引渡し）
	






4　公共的な利用の確保
	No.
	項目
	記入欄

	4-1
	町民割引・高齢者割引・営業日数や営業時間の下限・施設の用途の維持及び送迎バスの可能性について、どこまで受け入れられるか。貸付料や町の支援との関係
	





	4-2
	町が利用者に直接助成する方法（町民向けクーポン等）についての意見。他の案
	




	4-3
	地域雇用、地元産品の活用、地域団体の利用、環境対策
	






５　現に従事している者の雇用
	No.
	項目
	記入欄

	5-1
	現に従事している者（27名）の雇用の承継の可否と、その条件
	




	5-2
	必要と考える人員体制。宿直体制の要否と代替案
	






６　施設・設備の制約に対する評価
	No.
	項目
	記入欄

	6-1
	施設条件（洗い場６か所／基本客室８室／食堂36席・厨房の狭さ／斜面地の階段動線・エレベーターなし／携帯電波・Wi-Fi／主ボイラー14〜15年経過／源泉配管の老朽化／）の評価
	




	6-2
	建物が町所有であること（固定資産税の負担はないが資産として保有できない）の評価
	











７　その他（任意）
	No.
	項目
	記入欄

	7-1
	資金計画（収支シミュレーション、投資額と回収期間）
	


	7-2
	貸付け方式では事業化が困難な場合の、他の方式（譲渡・指定管理・委託等）のご提案
	




	7-3
	町に期待する支援・配慮
	




	7-4
	公募型プロポーザルを行う場合に、参加しやすくするために必要と考える条件・スケジュール
	






	公表に関する御意向

	本提案の内容は、法人名を伏せたうえで、対話結果の概要として公表することを予定しています。公表前に内容の確認をお願いします。

□ 公表に支障はない　　□ 公表にあたり配慮を要する部分がある（下欄に記入）　　□ 公表を希望しない

配慮を要する部分：







1
